
地域と連携した千種川水系自然再生
事業の取り組みと今後の展開について

兵庫県西播磨県民局光都土木事務所
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１．千種川水系の特徴

２．小さな自然再生実施の背景

３．実施した小さな自然再生事業

４．今後の展開

お話しする内容
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１．千種川水系の特徴

上流部

中流部

下流部

①名水百選（昭和60年）
②赤穂市は日本一水道代が安い

（水量が豊富で良好な水質）
③漁業資源が豊富
(アユやモクズガニ等)

④多種多様な動植物が生息
ｵｵｻﾝｼｮｳｳｵ(上流・中流支川)
チスジノリ（中流支川安室川）

千種川諸元

流域面積＝754km2

河川延長＝ 72km

千種川の特徴

チスジノリ カワモズク

特定種（希少な種）

カワラサイコ オヤニラミ

河川利用の状況

鮎釣り

平福のまちなみ

チチコ釣り

キャンプ場
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①平成21年台風第９号災害で甚大な被害が発生

平成28年までの短期間で大規模改修を実施

②緊急河道対策で川幅を倍以上に拡幅

⇒環境に配慮した改修を実施したが

良好な河川環境の復活にまで至っていない
※アユが捕れなくなった、瀬や淵が少ない・・・ などの声

河野原地区(上郡町)
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２．小さな自然再生実施の背景

改修前

改修後

大規模河川改修事業

①緊急河道対策(約55km,565億円)

引堤

②川幅を倍以上に拡幅

延 長事 業 名

38.6km河川災害復旧助成事業（H21～H28）

5.9km河川災害関連事業（H21～H28）

10.0km河川災害復旧等関連緊急事業（H21～H28）

改修区間
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２．小さな自然再生実施の背景

改修前

改修後

Ⅰ瀬・淵の消失、Ⅱ横断連続性の分断、Ⅲ河川生態系の保全と再生、

Ⅳ川づくりの連携の希薄化、Ⅴ河川温度上昇による生態系変化の可能性、

Ⅵ縦断連続性の分断、Ⅶ外来生物の侵入や有害鳥類の増殖

発生している課題

小規模ながらも材料や労力の工夫によって効率的に課題解決に取組む手法

小さな自然再生とは

（参考） ⑥縦断連続性の分断

堰の撤去 (二）大日山川（佐用町）

整備前

整備後

（参考） ⑦外来生物の侵入や有害鳥類の増殖

カワウ生息地立木を伐採（農林実施）
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２．小さな自然再生実施の背景

改修前

改修後

良好な河川環境を復活させるため
令和4年度に『千種川水系自然再生計画』を策定

小さな自然再生により豊かな河川環境を創出

元来の豊かな
河川環境の保全

改修区間
⇒小さな自然再生により、豊かな河川環境を創出
・深み（淵・澪筋）の創出
・段差の解消など

連続性の確保
実践！恵み豊かな清流千種川の復活

『千種川水系自然再生計画』の概要

小さな自然再生実施の背景

段差 浅い水深
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３.実施した小さな自然再生事業

流域全体の課題

Ⅰ瀬・淵の消失 Ⅱ横断連続性の分断

Ⅲ河川生態系の保全と再生 Ⅳ川づくりの連携の希薄化

Ⅴ河川温度上昇による生態系変化の可能性

課題解決箇所

①みお筋掘削+バーブ工整備（学生と連携して実施）

（二）千種川水系千種川（上郡町苔縄）

②バーブ工整備（地域と連携して実施）

（二）千種川水系加里屋川（赤穂市加里屋）

③チスジノリ保全（地域と連携して実施）

（二）千種川水系安室川（上郡町山野里）

④水温調査（地域と連携して実施）

（二）千種川流域全体

①

②

③

④
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３.実施した小さな自然再生事業
①みお筋掘削+バーブ工

（上郡町苔縄）

バーブ工

洗掘箇所

澪筋

堆積土砂

凡例

河川改修で川幅が倍となったことで、水深の低下や瀬、淵
の消失により水生生物の生息が困難な状況

みお筋掘削＋バーブ工を設置し、水深に深みを持たせ、
瀬と淵を創出する。 【C=1,000千円（掘削+石材運搬）】

課 題

対 策

(二)千種川水系千種川(赤穂郡上郡町苔縄)



9

３.実施した小さな自然再生事業
①みお筋掘削＋バーブ工

（上郡町苔縄）

①北米では川岸の侵食対策(深掘れ防止)に利用

②その周辺に寄り州(土を溜める)を形成させて

川岸の河床が掘れ過ぎないようにする

③みお筋(平常時に水が流れる場所)を

蛇行(曲げる)させる

寄り州寄り州

みお筋

川岸との角度が
20～30°の
上向き水制

・矢じり・釣り針の返しの

部分の形状をBARBという

・川岸から上流方向に

30°程度の角度で突き

出した低いマウンド

・石や木材が主な材料

バーブ工とは バーブ工の機能



３.実施した小さな自然再生事業
①みお筋掘削＋バーブ工

（上郡町苔縄）

・様々な条件でモデルを生成

・河床変動計算が可能

・水深、水位、河床の着色による可視化

みお筋掘削、バーブ工設置効果の

予測が可能

・河川の流れ・河床変動を解析する無償のソフトウェア

・河川の氾濫や流出、津波、土石流等の数値がｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ可能

IRICとは

IRICでできること
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３.実施した小さな自然再生事業
①みお筋掘削＋バーブ工

（上郡町苔縄）

IRICでの予測結果

みお筋

バーブ工

・洪水流量 約1,000m3/s
・流下時間 584時間

設計の流れ

IRIC勉強会（R6.12開催）

打合せ（R7.2開催）
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３.実施した小さな自然再生事業
①みお筋掘削＋バーブ工

（上郡町苔縄）

設置前

バーブ工製作 みお筋掘削

設置後

バーブ工

みお筋
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３.実施した小さな自然再生事業

・瀬、淵の創出を確認
→みお筋の保護と新たな水生生物の生息に期待

・設計に携わった高校生向けに現場見学会を開催
→自ら設計した構造物ができあがる過程を見ることは、他の見学会

と異なる貴重な機会となり、土木に関する仕事の魅力を伝えるきっかけ
にしたい。

①みお筋掘削＋バーブ工
（上郡町河野原）

考 察

バーブ工瀬 淵
高校生
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３.実施した小さな自然再生事業

流域全体の課題

Ⅰ瀬・淵の消失 Ⅱ横断連続性の分断

Ⅲ河川生態系の保全と再生 Ⅳ川づくりの連携の希薄化

Ⅴ河川温度上昇による生態系変化の可能性

課題解決箇所

①みお筋掘削+バーブ工整備（学生と連携して実施）

（二）千種川水系千種川（上郡町苔縄）

②バーブ工整備（地域と連携して実施）

（二）千種川水系加里屋川（赤穂市加里屋）

③チスジノリ保全（地域と連携して実施）

（二）千種川水系安室川（上郡町山野里）

④水温調査（地域と連携して実施）

（二）千種川流域全体

①

②

③

④
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縦断勾配＝1/1,000で線形が直線的であるため、流れの変化
が乏しく、多様な水生生物に適した生息環境になっていない

市と連携して、小学生向けのイベントでバーブ工を設置し、
瀬、淵を創出 【C=0千円（石材採取や草刈り等は直営で実施）】

課 題

対 策

３.実施した小さな自然再生事業
②バーブ工

（赤穂市加里屋）

川
幅
の
1
/
2
程
度

川
幅
の
1
/
2
程
度

川
幅
約
６
ｍ

洗掘→淵の創出

堆積→瀬の創出

バーブ工

凡 例
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設置前

３.実施した小さな自然再生事業
②バーブ工

（赤穂市加里屋）

設置後

座 学 作 業

バーブ工

バーブ工

バーブ工

市職員 市職員
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３.実施した小さな自然再生事業
②バーブ工

（赤穂市加里屋）

バーブ工の効果 動画
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３.実施した小さな自然再生事業

参加者全員が来年度も
参加したい

参加者の声（R6.7開催）
○くつにどろや草がついて気持ち悪い感しょく

だったけれど、楽しかった
○石が重たかったけれどがんばって積み上げた
○草が流れてきて大変だったけれど、

完成してよかった
○水が気持ちよかった
○普段は入れない川に入って泳げた
○初めての体験ができた
○もっと長い時間やりたかった

②バーブ工
（赤穂市加里屋）

考 察

・瀬、淵の創出までには至っていないが、流速が遅い河
川でもバーブ工の効果（水生生物の増加）があった

・バーブ工先端部の流速アップで河床が泥から砂に

R7.7月



令和６年に整備したバーブ工が
長さ不足のため改良
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３.実施した小さな自然再生事業
②バーブ工

（赤穂市加里屋）

今年度の内容

新たな瀬・淵の創出を目標

設置前 設置後

バーブ工

バーブ工
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３.実施した小さな自然再生事業

流域全体の課題

Ⅰ瀬・淵の消失 Ⅱ横断連続性の分断

Ⅲ河川生態系の保全と再生 Ⅳ川づくりの連携の希薄化

Ⅴ河川温度上昇による生態系変化の可能性

課題解決箇所

①みお筋掘削+バーブ工整備（学生と連携して実施）

（二）千種川水系千種川（上郡町苔縄）

②バーブ工整備（地域と連携して実施）

（二）千種川水系加里屋川（赤穂市加里屋）

③チスジノリ保全（地域と連携して実施）

（二）千種川水系安室川（上郡町山野里）

④水温調査（地域と連携して実施）

（二）千種川流域全体

①

②

③

④
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３.実施した小さな自然再生事業
③チスジノリ保全
(上郡町山野里）

上流のダム完成に伴い、洪水が減少したことで希少種で
あるチスジノリが生息する石の表面の泥が洗われなくなった。

地元小学生が河川環境の改善活動を実施
【C=0千円（購入済みのたわし等】

課 題

対 策

動画

【チスジノリ】
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④バーブ工
（赤穂市加里屋）

考 察

・改善活動の結果、R5の活動時に胞子体を再確認
→将来、地域活動に取り組む人材の育成につなげたい

３.実施した小さな自然再生事業
③チスジノリ保全
(上郡町山野里）

参加者の声
○しっかり石を磨いたり、転がしたりすることができた。来年もやってみたい。
○チスジノリの繁殖を手助けしたり、棲むところを増やしたい。
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３.実施した小さな自然再生事業

流域全体の課題

Ⅰ瀬・淵の消失 Ⅱ横断連続性の分断

Ⅲ河川生態系の保全と再生 Ⅳ川づくりの連携の希薄化

Ⅴ河川温度上昇による生態系変化の可能性

課題解決箇所

①みお筋掘削+バーブ工整備（学生と連携して実施）

（二）千種川水系千種川（上郡町苔縄）

②バーブ工整備（地域と連携して実施）

（二）千種川水系加里屋川（赤穂市加里屋）

③チスジノリ保全（地域と連携して実施）

（二）千種川水系安室川（上郡町山野里）

④水温調査（地域と連携して実施）

（二）千種川流域全体

①

②

③

④



24

３.実施した小さな自然再生事業
④水温調査
(流域全体）

河川水温が地球温暖化の影響等に
より、年々上昇しているといわれて
おり、経年変化を把握していく必要
がある

課 題

①地域団体と連携して流域全体
で水温調査を年1回実施

→今年度で24回目
②河川管理者が3箇所で水温

調査を月2回実施
→R6年度開始

対 策 【C=0千円（水温計）】

②年間測定箇所
→３箇所

①流域全体のうち土木事務所
で測定→7箇所/全67箇所
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３.実施した小さな自然再生事業
④水温調査
(流域全体）

結 果
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・年間平均水温は、上昇傾向にある。

・月水温は、天候による影響受けて
変化している。

一斉水温調査結果（久崎）

年間測定結果（久崎）

上昇傾向にある？

降雨が続いたため低下？

晴天が続いたため上昇？
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３.実施した小さな自然再生事業
④水温調査
(流域全体）

・天候・気候による外的要因により河川水温が上昇傾向
であり今後の気候変動に併せて継続調査を進めると
共に、より精度の高い測定方法を検討してく。

・現状の河川水温では、生息できる魚類が限られており
従来の豊富な魚類の生息に向けて、河川水温低下の
方法を検討していく。

考 察
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４. 今後の展開

発表資料としてアウトプット

得られた知見は
担当者の頭の中

暗黙知

形式知

計算手法 実施技術 連携方法

知ることで小さな自然再生
にみんなで取り組む

土木事務所職員

全国多自然川づくり近畿地方ブロック会議での発表（ R4,6に小さな自然再生について発表）

周知

変換

Xやインスタグラム

近畿地方整備局のX

光都土木のインスタグラム


